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今月号の主な内容
▪ニュース＆トピックス
　◦女性部活動で
　　　新篠津農業を盛り上げる
　◦高品質な種子供給へ
▪今月の技術情報
　◦停滞水の除去で初期生育促進へ
▪インフォメーション
　◦繁忙期の休日対応について

女性部活動で新篠津農業を盛り上げる
　ＪＡ女性部（市川真紀部長）では３月18
日、ＪＡ２階大会議室で第71回通常総会を
開催した。

＝関連記事 ２面
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女性部綱領朗唱 

持続可能な農業へ

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
市
川
真
紀
部
長
）

で
は
３
月
18
日
、
Ｊ
Ａ
２
階
大
会
議

室
で
第
71
回
通
常
総
会
を
開
催
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
市
川
部
長
は
「
今

年
度
も
１
年
を
通
し
て
す
べ
て
の
行

事
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
総
会
も
通
常
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
、
多
く
の
部
員
の
皆
様
の
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
も
活
動
を
活
発

に
実
施
し
、
更
な
る
親
睦
を
深
め
ま

し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ
の
長
屋
光

一
組
合
長
、
石
狩
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
石
狩
北
部
支
所
の
辻
敏
昭
支

所
長
が
「
女
性
部
活
動
が
活
発
に
な

る
こ
と
が
、
新
篠
津
農
業
の
発
展
に

繋
が
る
の
で
、
今
後
も
女
性
の
Ｊ
Ａ

運
営
へ
の
参
画
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

総
会
に
は
部
員
97
名
が
出
席
。
議

長
に
第
３
地
区
の
市
村
綾
子
さ
ん
と

第
４
地
区
の
新
居
幸
江
さ
ん
を
選
出

し
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
、
令
和

７
年
度
事
業
計
画
、
役
員
改
選
な
ど

全
４
議
案
を
審
議
し
た
。
事
業
計
画

で
は
、
女
性
の
地
位
向
上
と
後
継
者

育
成
、
明
る
い
家
庭
の
構
築
、
Ｊ
Ａ

ＪＡ女性部 第７１回 通常総会
女性部活動で新篠津農業を盛り上げる

姉妹協会連携に関する覚書を締結
持続可能な農業を目指して

　

Ｊ
Ａ
新
し
の
つ
（
長
屋
光
一
代
表
理
事
組
合
長
）
と
台
湾
北
部

の
新
竹
県
の
農
協
に
当
た
る
団
体
「
湖
口
（
フ
ー
コ
ウ
）
郷
農
会
」

（
陳壂
壂壂
全
理
事
長
）
で
は
２
月
27
日
、
湖
口
郷
農
会
に
て
姉
妹
協

会
連
携
に
関
す
る
覚
書
を
締
結
し
た
。

　

令
和
４
年
よ
り
住
商
フ
ー
ズ
（
株
）
を
通
じ
当
Ｊ
Ａ
か
ら
台
湾

へ
農
産
物
の
輸
出
を
開
始
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
現
地
視
察

や
情
報
交
換
を
実
施
。
交
流
を
深
め
た
こ
と
で
、
互
い
の
農
産
物

の
往
来
の
ほ
か
、
農
業
技
術
の
交
換
を
図
り
、
互
い
に
持
続
可
能

な
農
業
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
締
結
に
至
っ
た
。

　

覚
書
締
結
に
係
る
調
印
式
で
は
、
相
互
の
関
係
者
ら
に
加
え
現

地
メ
デ
ィ
ア
も
多
数
見
守
る
中
、
両
代
表
が
調
印
を
行
っ
た
。
ま

た
、
会
場
で
は
記
念
品
の
交
換
や
当
Ｊ
Ａ
の
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
米
と
台
湾

産
米
を
使
用
し
た
試
食
会
の
ほ
か
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
米
の
即
売
会
も

行
っ
た
。

　

調
印
式
を
終
え
た
長
屋
組
合
長
は
「
当
Ｊ
Ａ
が
海
外
の
団
体
と

協
定
を
結
ぶ
の
は
初
め
て
。
今
後
も
継
続
的
に
交
流
を
重
ね
、
次

世
代
に
も
繋
が
る
よ
う
更
な
る
関
係
性
を
築
い
て
い
き
た
い
」
と

話
し
た
。

が
行
う
各
種
懇
談
会
へ
の
参
加
と
正
組
合
員
の
加
入

な
ど
６
項
目
を
活
動
目
標
に
掲
げ
た
。

　

な
お
、
新
役
員
は
次
の
と
お
り

　
　

部　

長　
　
　
　

市　

川　

真　

紀
（
再
）

　
　

副
部
長
（
総
務
）
宮　

田　

文　

江
（
再
）

　
　
　

〃　

（
組
織
）
白　

木　

ま
ゆ
み
（
新
）

　
　
　

〃　

（
生
活
）
加　

川　

友　

美
（
再
）

　
　
　

〃　

（
研
修
）
五
十
嵐　

麗　

子
（
再
）

　
　

つ
く
し
会
会
長　

鶴　

羽　

温　

子
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白熱した試合を繰り広げる 

魅力ある活動へ

Topics of JA ShinshinotsuTopics of JA Shinshinotsu

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
市
川
真
紀
部
長
）
で
は
３
月
７
日
、
Ｊ

Ａ
２
階
大
会
議
室
で
農
協
役
職
員
と
の
懇
談
会
を
開
催
。

（
農
協
）
役
職
員
19
名
と
女
性
部
役
員
15
名
が
参
加
し
、

地
域
農
業
の
未
来
と
更
な
る
発
展
に
向
け
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
市
川
部
長
は
「
貴
重
な
こ
の
機
会
に

農
協
役
職
員
と
女
性
部
の
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
、
活

発
で
有
意
義
な
意
見
交
換
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、長
屋
組
合
長
が
「
農
協
の
事
業
運
営
に
関
し
て
、

日
頃
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
を
行

い
、
有
意
義
な
時
間
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
」

や
加
工
実
習
施
設
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ａ
の
運
営
に
つ

い
て
」
の
他
、
女
性
の
社
会
進
出
や
Ｊ
Ａ
運
営
参
画
な
ど

Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
関
わ
る
様
々
な
意
見
や
要
望
が
出
さ
れ

た
。

より良い女性部活動に向けて 

ＪＡ役職員と女性部役員との懇談会
女性の視点から活発な懇談を行う

青年部夫婦同伴ミニバレー大会
春耕期に向け体力づくり

　

農
協
青
年
部
（
宮
田
翔
平
部
長
）
で
は
３
月
４
日
、
Ｂ

＆
Ｇ
新
篠
津
村
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
夫
婦
同
伴
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。
春
耕
期
の
始
ま
り
を
控
え

る
な
か
、
運
動
不
足
の
解
消
と
部
員
相
互
の
親
睦
を
深
め

よ
う
と
87
名
が
参
加
し
た
。　

　

宮
田
部
長
は
開
会
に
あ
た
り
「
農
作
業
や
家
庭
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
て
い
る
奥
様
方
に
感
謝
し
、
今
年
度

の
青
年
部
活
動
が
よ
り
良
い
も
の
に
な
る
よ
う
、
親
睦
を

深
め
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、
４
名
１
チ
ー

ム
の
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
青
年
部
11
チ
ー
ム
に
加
え
農
協

職
員
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
優
勝
を
目
指
し
て
争
っ
た
。

会
場
は
終
始
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
親
睦
ム
ー
ド
が
漂
う
中

に
も
、
強
烈
な
ス
パ
イ
ク
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
好
レ
シ
ー
ブ
が

次
々
と
繰
り
出
さ
れ
る
な
ど
、
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り
広

げ
ら
れ
、
参
加
者
ら
は
懸
命
な
プ
レ
ー
に
爽
や
か
な
汗
を

流
し
て
い
た
。

　

な
お
、
結
果
は
次
の
通
り

　
　

優　

勝　
　

第
３
支
部
Ａ
チ
ー
ム

　
　

準
優
勝　
　

第
３
支
部
Ｂ
チ
ー
ム

　
　

第
３
位　
　

第
１
．
２
Ａ
支
部
チ
ー
ム

　
　

特
別
賞　
　

第
３
支
部
Ｃ
チ
ー
ム

新篠津村ＩＣＴ農業研究会
最先端技術を駆使して

　

新
篠
津
村
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
研
究
会
（
高
橋
一
志
会
長
）
で

は
３
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
２
階
大
会
議
室
で
第
12
回
総
会
を
開

催
。
会
員
ら
60
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
の
開
会
で
高
橋
会
長
は
「
第
12
回
総
会
を
迎
え
、

現
在
の
会
員
数
は
１
８
３
名
と
な
り
、
年
々
会
員
が
増
え

る
事
に
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
農
業
研
究
会
へ
の
期
待
も
感
じ
て
い

ま
す
し
、
今
後
も
魅
力
あ
る
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
挨
拶
。

　

議
事
で
は
、令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

令
和
７
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
の
設
定
、
会

費
の
徴
収
方
法
な
ど
全
４
議
案
を
審
議
し
、
賛
成
多
数
で

全
議
案
承
認
さ
れ
た
。

今
後
も
研
修
会
な
ど
を
通
じ
て
最
先
端
技
術
を
使
い
こ
な

し
、
農
作
業
負
担
軽
減
や
作
業
の
効
率
化
を
目
指
し
活
動

し
て
い
く
。

ま
た
総
会
後
に
は
株
式
会
社
フ
ェ
イ
ガ
ー
の
松
谷
氏
を
招

き「
農
業
由
来
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
生
成
に
つ
い
て
」

の
研
修
会
を
実
施
。
Ｒ
６
年
度
新
篠
津
村
で
は
77
戸
が
約

１
，
０
０
０
㌶
で
水
田
の
中
干
し
延
長
に
取
り
組
み
、
約

６
，
５
０
０
㌧
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
削
減
し
た
。

研
修
会
で
は
新
規
取
組
者
向
け
の
説
明
や
令
和
６
年
度
か

ら
の
変
更
点
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
取
組

者
の
理
解
を
深
め
た
。
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春
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
っ
た
３
月

６
日
、
卒
業
式
を
目
前
に
控
え
た
新
篠
津
中

学
校
の
卒
業
生
18
名
を
代
表
し
て
、
藤
原
瑛

冬
さ
ん
、
五
十
嵐
朱
莉
さ
ん
が
Ｊ
Ａ
を
訪
問

し
た
。

　

藤
原
さ
ん
は
「
小
学
校
か
ら
中
学
校
卒
業

ま
で
の
９
年
間
、
お
米
の
提
供
な
ど
様
々
な

面
で
学
校
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
新
篠
津
の
お

い
し
い
お
米
と
と
も
に
育
っ
た
こ
と
を
忘
れ

ず
、
頑
張
り
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
た
。

　

な
お
、卒
業
式
は
３
月
13
日
に
開
催
さ
れ
、

思
い
出
が
詰
ま
っ
た
学
び
舎
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
た
。

３年間の感謝を伝える

新篠津中学校卒業あいさつ
夢に向かって新しいスタート

水稲温湯種子消毒作業開始
高品質な種子供給へ

スムーズに作業を行う温湯

作品に集中する参加者

　

Ｊ
Ａ
水
稲
温
湯
種
子
消
毒
施
設
で
は
今
年
度
の
作
付

に
向
け
、
２
月
27
日
か
ら
消
毒
作
業
を
開
始
し
た
。

　

温
湯
消
毒
は
、
ば
か
苗
病
、
い
も
ち
病
、
苗
立
枯
細

菌
病
に
対
し
て
、
農
薬
を
使
用
し
た
場
合
と
同
等
以
上

の
防
除
効
果
が
期
待
で
き
、
米
の
付
加
価
値
向
上
や
減

農
薬
に
よ
る
環
境
負
荷
軽
減
な
ど
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
を

持
っ
て
い
る
。

　

作
業
手
順
は
、
品
種
毎
に
色
分
け
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
に

種
籾
を
５
㌔
ず
つ
詰
め
全
自
動
種
籾
殺
菌
装
置
に
投

入
。
60
度
の
お
湯
に
10
分
間
浸
漬
し
、
種
籾
に
付
着
し

た
雑
菌
を
殺
菌
す
る
。
消
毒
処
理
さ
れ
た
種
籾
は
速
や

か
に
冷
水
で
冷
や
さ
れ
た
後
、
脱
水
を
行
い
専
用
の
乾

燥
機
で
籾
水
分
１
５
．
０
％
～
１
５
．
５
％
ま
で
に
調

整
す
る
。
処
理
前
と
処
理
後
の
種
籾
か
ら
２
回
ず
つ
サ

ン
プ
リ
ン
グ
を
行
い
、
発
芽
率
90
％
以
上
で
あ
る
事
を

確
認
し
た
あ
と
、
組
合
員
に
配
布
す
る
。

　

今
年
度
は
「
な
な
つ
ぼ
し
」「
き
ら
ら
３
９
７
」「
ゆ

め
ぴ
り
か
」な
ど
９
品
種
の
消
毒
を
行
う
。職
員
と
パ
ー

ト
10
人
体
制
で
作
業
を
進
め
、
一
日
平
均
４
．
２
㌧
、

３
月
下
旬
ま
で
に
約
90
㌧
を
消
毒
処
理
す
る
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
「
徹
底
し
た
管
理
体
制
の
も
と
発
芽
率
の

良
い
種
籾
を
安
定
的
に
供
給
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
組
合
員
に
高
品
質
な
種
子
を
供
給
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
温
湯
消
毒
し
た
種
籾
は
水
温
に
よ
り

発
芽
に
要
す
る
時
間
が
大
幅
に
変
わ
る
た
め
浸
漬
す
る

際
は
ヒ
ー
タ
ー
に
よ
る
加
温
浸
漬
を
し
て
い
た
だ
き
た　

い
」
と
話
し
て
い
る
。

Topics of JA ShinshinotsuTopics of JA Shinshinotsu

フラワーアレンジメント講習会
花の魅力を肌で感じる

　

新
篠
津
花
卉
生
産
組
合
（
窪
田
隆
浩
組
合
長
）
で
は
３
月

８
日
、
Ｊ
Ａ
大
会
議
室
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
習

会
を
開
催
。
春
の
訪
れ
を
祝
う
イ
ー
ス
タ
ー
（
復
活
祭
）
の

飾
り
付
け
を
製
作
、村
内
住
民
や
生
産
者
ら
25
名
が
参
加
し
、

色
と
り
ど
り
の
花
を
使
っ
た
作
品
作
り
を
楽
し
ん
だ
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
技
術
の
習

得
・
向
上
と
生
産
者
が
自
ら
花
材
を
扱
う
こ
と
で
消
費
者

ニ
ー
ズ
を
考
え
、
地
場
産
花
卉
の
魅
力
を
深
く
理
解
す
る
事

業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

開
会
に
あ
た
り
窪
田
組
合
長
は
「
た
く
さ
ん
の
お
花
に
癒

さ
れ
な
が
ら
、
楽
し
い
時
間
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
挨
拶
し
た
。

　

講
習
会
の
講
師
に
公
益
社
団
法
人
日
本
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
協
会
の
山
田
留
美
子
氏
を
招
き
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や

地
場
産
ア
ル
ス
ト
ロ
メ
リ
ア
な
ど
10
種
以
上
の
草
花
を
用
い

て
、
個
性
溢
れ
る
作
品
を
作
っ
た
。

　

ま
た
、
講
習
会
の
最
後
に
は
、
講
師
に
よ
る
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
色
鮮
や
か
な
ブ
ー
ケ
や
花
束
が
手

早
く
作
り
上
げ
ら
れ
る
と
、
洗
練
さ
れ
た
プ
ロ
の
技
術
に
参

加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
た
。

　

最
後
に
お
楽
し
み
抽
選
会
を
行
い
、
講
師
の
作
品
や
ブ
ー

ケ
な
ど
が
参
加
者
全
員
に
渡
っ
た
。
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①
札
幌
市

②
札
幌
東
陵
高
校

③
バ
レ
ー
観
察

④
あ
り
が
と
う
！

⑤
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
日
々
学
ん
で
い

き
、
人
か
ら
頼
ら
れ
、
応
援
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

花
　
輪
　
　
桜

①
新
篠
津
村

②
池
上
学
院
高
等
学
校

③
娘
か
ら
ギ
タ
ー
を
教
わ
っ
て

い
る
の
で
、
ギ
タ
ー
が
趣
味
に

な
っ
た
ら
良
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

④
努
力

⑤
ど
ん
な
仕
事
も
笑
顔
と
努
力

で
頑
張
り
ま
す
。
精
一
杯
、
努

め
さ
せ
て
い
だ
だ
き
ま
す
。
ご

指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

盛
　
田
　
佳
世
子

◎
正
　
職
　
員

　
◦
金
融
共
済
部 

金
融
課 

貯
金
係
主
任

�
 

田
　
中
　
鈴
　
音

�

（
金
融
共
済
部 

金
融
課 

貯
金
係
）

　

◦
農
産
部 

直
販
課 

直
販
係
主
任原

　
田
　
　
　
薫

（
農
産
部 

直
販
課 

直
販
係
）

　
◦
農
産
部 

生
産
資
材
課 

生
産
資
材
係
主
任

加
　
藤
　
麻
里
子

（
農
産
部 

生
産
資
材
課 

生
産
資
材
係
）

　

◦
新
篠
津
村
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業
振
興
セ
ン

　
　

タ
ー
係 

兼 

農
地
・
水
・
環
境
保
全
連
絡
協
議

　
　

会
事
務
局

�

小
　
原
　
　
　
梢

（
農
産
部 

農
産
園
芸
課 

蔬
菜
係
）

　
◦
営
農
部 
営
農
企
画
課 

農
業
振
興
係 

兼 

管
理

　
　

部 

管
理
経
理
課 

融
資
審
査
係

　
　
　 

近
　
藤
　
貴
　
弘

（
農
産
部 

農
産
園
芸
課 

米
麦
係
）

　
◦
農
産
部 

農
産
園
芸
課 
米
麦
係
　  

　
　
　
　
　
　

髙
　
橋
　
　
　
聖

（
営
農
部 

営
農
企
画
課 

農
業
振
興
係 

兼

管
理
部 

管
理
経
理
課 

融
資
審
査
係
）

◎
新
卒
採
用
正
職
員

　
◦
金
融
共
済
部 

金
融
課 

貯
金
係花

　
輪
　
　
　
桜

（
札
幌
東
陵
高
校 

卒
業
）

◎
本
採
用
正
職
員

　
◦
金
融
共
済
部 

共
済
課 

共
済
係岩

　
﨑
　
百
　
恵

（
金
融
共
済
部 

共
済
課 

共
済
係
）

　
◦
農
産
部 

農
産
園
芸
課 

米
麦
係山

　
田
　
裕
　
子

（
農
産
部 

農
産
園
芸
課 

米
麦
係
）

　
◦
農
産
部 

農
産
園
芸
課 

蔬
菜
係

　

　
本
　
祐
　
輝

（
農
産
部 

農
産
園
芸
課 

蔬
菜
係
）

　
◦
農
産
部 

直
販
課 

直
販
係

平
　
　
　
穂
　
華

（
農
産
部 

直
販
課 

直
販
係
）

◎
本
採
用
準
職
員

　
◦
農
産
部 

農
産
園
芸
課 

蔬
菜
係盛

　
田
　
佳
世
子

◎
農
業
後
継
者
研
修
生

　
◦
農
産
部 

生
産
資
材
課 

生
産
資
材
係

佐
　
藤
　
一
　
郎

（
農
産
部 

農
産
園
芸
課 

蔬
菜
係
）

　
◦
生
産
資
材
課
生
産
資
材
係�

東
　
川
　
　
　
頼

本
採
用
準
職
員

組
合
員
の
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
採
用
職
員
組
合
員
の
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

氏　

名　

①
出
身
地　

②
出
身
校　

③
趣
味
・
特
技

　
　
　
　

④
好
き
な
言
葉　

⑤
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
抱
負

人
事
異
動
の
発
令
に
つ
い
て

　
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
左
記
の
と
お
り
人
事
異
動
を

発
令
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
記　
　

令
和
７
年
４
月
１
日
付

年
　
数

職
　
員
　
名

年
　
数

職
　
員
　
名

勤
続
35
年

手
塚
　
実
枝

勤
続
20
年

伊
藤
　
明
彦

勤
続
20
年

有
波
　
辰
弥

勤
続
20
年

堤
　
　
幸
枝

職
員
永
年
勤
続
表
彰

永
年
勤
続
表
彰
者
該
当
者
（
令
和
７
年
４
月
１
日
）

農
業
後
継
者
研
修
雇
用
制
度
実
習
生
退
職
者

（
令
和
７
年
３
月
31
日
付
け
）

5 4



農 業 改 良 良 普 及 セ ン タ －

今月の技術情報 2025.4.12025.4.1
石狩農業改良普及センター石狩北部支所

TEL.（0133）23－2146　FAX.23－2887
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6 日、13 日、20 日、
27 日の各週日曜日
4 月 1 日～ 9 月 30 日まで
　    ー 夏季営業時間 ー
　  開店    9 時 30 分
　  閉店  18 時 30 分

ホクレンショップ
� 4月の店休日のお知らせ

Information of JA ShinshinotsuInformation of JA Shinshinotsu

報告事項
① 繁忙期の休日対応について
② 組合員の加入について
③ ＪＡ経営定期点検の実施結果について
④ 内部監査室監査の実施結果について
⑤ 大口信用供与先の経営状況について
⑥ 保管業務状況について
⑦ 令和７年度　野菜・花卉の出荷状況について
⑧ 新篠津村農業青年「宮田賞」褒賞者について
⑨ 常勤役員の動静について

付議事項
① 令和６年度決算自治監査の実施結果について　　　　　　　　　　　
② ホクレンショップ貸店舗改修工事に伴う按分負担金に
　 ついて
③ 信用供与等の限度額並びに貸付金利率の最高限度の決
　 定について　　　
④ 令和６年度貸付金利率の決定について　　　　　　　　　　　　　　　
⑤ 令和６年度購買未収金利率の決定について

⑥ 令和６年度受託整備料金の決定について  
⑦ 令和６年度農産物（米穀・小麦・大豆）取扱手数料等の改
　 定について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑧ 令和６年度販売手数料の決定について　　　　　　　　　　　　　　　
⑨ 令和６年度予冷料及び花卉集出荷施設利用料の決定に　
　 ついて　　　　　
⑩ 令和６年度大豆乾燥調製施設利用料・穀類調製貯蔵施設
　 利用料・米乾燥調製施設利用料の決定について　　　
⑪ 令和６年度水稲温湯消毒施設利用料の決定について　　　　　　　　　
⑫ 「顧客本位の業務運営に関する原則」（ＦＤ原則）を踏ま
　 えた「組合員・利用者本位の業務運営に関する取組方針」　
　 の策定について　　　　　　　
⑬ 令和６年度経営定期点検実施計画の策定について　　　　　　　　　　
⑭ 農協中期経営計画（03年度～07年度）の中間検討について　　
⑮ 目的積立金の取り崩しについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑯ リース取引による固定資産の賃借について　　　　　　　　　　　　　
⑰ 固定資産の取得並びに処分について　　　　　　　　　　　　　　　　

協議事項
① 食料安全保障の強化と持続的な北海道農業の確立に関
　 する組織討について

※上記の事項について報告、協議、承認されました。

家の光図書 ～ 2025年4月の新刊 ～
※貸し出しを行っていますので、詳しくは、
　営農企画課までご連絡下さい。

本体：1,700円（＋税）

こ
の
世
は
人
生
学
校

幸
せ
に
な
り
た
い
す
べ
て
の
人
へ

四六判・372 頁

美
輪 

明
宏 

著

本体：1,600円（＋税）
B5 判・112 頁

本体：1,500円（＋税）

お
う
ち
キ
ン
パ

な
ん
で
も
巻
き
巻
き
！

お
弁
当
に
も
！

A5 判・80 頁

重
信 

初
江 

著

毎
日
が
と
き
め
く
ひ
と
り
ご
は
ん

（
と
き
ど
き
、ふ
た
り
ご
は
ん
）

藤
本 

早
苗 

著

付議事項
① 令和７年度 理事・監事の報酬の答申について
② 第77回通常総会の招集及び議案並びに総会参考書類に
　 ついて 　
③ 貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案、事業報告、附属　
　 明細書および注記表の承認について 　

④ 出資配当金及び事業分量配当の基準の決定について　　　　　　　 　
⑤ 部門別損益計算書の承認について 　
⑥ 令和７年度 事業計画の設定について
⑦ 「第１０次農業振興計画及び農協中期経営計画の取り組
　 みについて（要約版）」の設定について
⑧ 議決権行使書面の取扱いについて 
⑨ 農事組合懇談会の開催について 
⑩ リース取引による固定資産の賃借について   
⑪ 規程の改正について

令和７年度
第2回 理 事 会 令和７年３月19（水）

令和７年度 臨時理事会 令和７年３月７日（金）

繁忙期の休日対応について
部　　門 期　　間 営　業　時　間

生 産 資 材 課 ４月26日～５月４日 土 ･ 日 ･ 祝日 8：30 ～ 17：15

機 械 セ ン タ ー ５月６日～５月18日 土 ･ 日 ･ 祝日 8：30 ～ 17：15

給油所（JAOC配送） 通常営業 土・祝日 7：00 ～ 19：00
※ 繁忙期の状況により、期間等を変更する場合があります。
※ 給油所電話番号　TEL（直通）：57-2810、FAX： 57-2818
※ 毎週日曜日と５月 21 日（水）の JAOC 配送は休日となります。
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父：拓　　母：綾
趣味：ダブルダッチ
　　　ピアノ

福 尾 芽 里
西篠津

横　山　璃
り

　冬
と

西の里 くん

令和７年１月６日生まれ　瑛亮・未優さんの三男

　小さなボス舞い降りました。誕生と同時に、家の主役の
座をかっさらったかのようなリトくん。そんな彼を全力で
めんこめんこするのが２人の優しいお兄ちゃんズ。
　そんなにいに達の優しさに包まれ、璃冬はすくすく成長
中。これからどんな３兄弟ライフが待っているのか、パパ
ママは楽しみでなりません！我が家の新たな冒険の始まり
を、どうぞ温かく見守ってください！

ママからのメッセージ
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生産資材課主任技師   宗　像　政　美
令和７年４月号よ ろ ず 通 信 よ ろ ず 通 信 
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豊
昇
龍
が
千
代
の
富
士
く
ら
い
強
く
な
っ

て
ほ
し
い
。

山

内

健

詩
（
中
原
／
７
歳
）

髙

井

晴

結
（
東
明
／
７
歳
）

み
ん
な
の
伝
言
板

　
な
ゝ
か
ま
ど
文
芸

山
の
端
に
茜
さ
し
た
る
彼
岸
か
な�

波
多
野
　
和
　
歌

ざ
わ
つ
く
や
土
の
下
町
春
を
待
つ�

吉
　
田
　
修
　
二
　

淡
雪
や
土
ま
だ
覚
め
ず
父
母
の
墓
　�

小
　
原
　
　
　
博

忘
れ
霜
酒
場
の
色い

ろ
か香
よ
き
昭
和�

永
　
森
　
　
　
勇

万ま
ん
ぐ
せ
つ
愚
説
小
言
の
多
き
姉
の
愚ぐ

ち痴�

田
　
中
　
美
智
子

七
曜
に
緑
な
き
暮
ら
し
の
春
淋
し�

水
　
島
　
キ
　
ミ

種た
ね
だ
わ
ら俵
開
け
て
始
ま
る
忙
し
さ�

佐
　
藤
　
千
　
佳

春
の
駅
鞄か

ば
んい
っ
ぱ
い
夢
つ
め
て�

浅
　
田
　
　
　
緑

糸
柳
揺
れ
の
具
合
も
風
ま
か
せ�

石
　
若
　
ひ
と
み

「
元
気
か
」
優
し
く
瞬
く
春
の
星�

長
谷
川
　
美
智
子

　
俳
句
・
川
柳
サ
ロ
ン

我
も
ま
た
齢
よ
わ
い
よ
せ
く
る
余
寒
か
な�

わ
　
か

孤
高
な
る
翔
平
詣
や
春
う
ら
ら�

い
さ
む

木こ

の
芽め
び
え冷
結
ぶ
絆
と
解
く
絆�
た
な
み
ち
こ

産
地
隠
す
怪
し
い
コ
メ
よ
春
の
闇�

ち
　
か

淡
雪
や
は
か
な
き
想
い
染
み
て
い
く�
み
ど
り

　
猫
を
い
ろ
い
ろ
描
い
て
み
ま
し
た
。

伊

藤

ち

い
（
西
の
里
／
10
歳
）

　
卒
業
式
で
か
し
こ
く
女
子
を
か
き
ま
し
た
♪

小

柳

明

子
（
み
の
り
／
50
歳
）

【あて先とお問い合わせ先】
〒068-1193 石狩郡新篠津村第47線北13番地

JA新しのつ 営農部営農企画課
TEL 0126-57-2311

E-mail:takahashisei@shinshinotsu.ja-hokkaido.gr.jp
※JA金融店舗ATMとホクレンショップに応募箱があります。

お便りお便りややイラストイラストをを募集募集していますしています
　食や農業、地域の話題など、日ごろ感じていることを折り込みはがきで
お便りください。採用された方には謝礼をお送りします。
　また、カラーイラストや写真もお待ちしております。

▪発行／新篠津村農業協同組合　▪編集／営農部営農企画課
▪住所／〒068－1193 石狩郡新篠津村第47線北13番地
▪電話／0126（57）2311（代表）
▪ホームページ／http://www.ja-shinshinotsu.or.jp/
▪印刷／弘文社印刷㈱　岩見沢市5条東11丁目
　　　　この『あぜみち』は環境にやさしい道産間伐材配合紙を使用してます。

　４月を迎え、「春」といえば新しいスタートを切る季節でもあ
ります。私事ですが、今回の人事異動により、広報担当を離れる
こととなりました。思い返せば、記事作成に悩み、締め切りに追
われ、なんとかこの２年間「あぜみち」を作り続けることができ
ました。これも組合員や地域の皆さんのご協力があったからこそ
であり、感謝の気持ちでいっぱいです。これからもＪＡ広報誌「あ
ぜみち」のご愛顧よろしくお願い致します。

編　集　後　記

　
夏
目
友
人
帳
に
で
て
く
る
ニ
ャ
ン
コ
先
生

を
か
き
ま
し
た
。
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